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杉
の
丸
太
を
芸
術
作
品
に

　
第
59
回
全
国
植
樹
祭
記
念
・
第
１
回
東
北
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
競
技
大
会（
東
北
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
競
技

大
会
実
行
委
員
会
主
催
）が
10
月
12
日
、県
立
北
欧
の
杜
公
園
で
開
か
れ
、選
手
17
人
が
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使
っ
た

丸
太
の
彫
刻
に
挑
み
ま
し
た
。競
技
終
了
後
、選
手
が
製
作
し
た
作
品
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
販
売
が
行
わ
れ
、出
場

選
手
す
べ
て
の
作
品
が
完
売
と
い
う
人
気
ぶ
り
で
し
た
。（
２
・
３
頁
に
関
連
記
事
）�
第
１
回
東
北
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
競
技
大
会



　
お
野
立
所
前
で
行
わ
れ
た
式
典
に

は
県
知
事
ほ
か
県
や
市
の
関
係
者
、全

国
植
樹
祭
で
の
協
力
者
・
団
体
が
出
席
。

　
は
じ
め
に
寺
田
知
事
が
、「
全
国
植

樹
祭
が
成
功
裡
に
終
え
ら
れ
た
こ
と

は
皆
さ
ん
の
熱
意
の
賜
物
。あ
ら
た
め

て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。県
で
は
、秋

田
県
を
日
本
で
一
番
の
水
と
緑
の
県

に
し
よ
う
と
、省
エ
ネ
は
も
ち
ろ
ん
、

ソ
ー
ラ
ー
や
地
熱
発
電
な
ど
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
ほ
か
、エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
わ
な
い
シ
ス
テ
ム
な
ど
も
作
ろ
う

と
取
り
組
ん
で
い
る
。地
球
環
境
を
守

る
た
め
に
ぜ
ひ
協
力
を
」と
会
場
の
参

加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。�

　
こ
の
後
、全
国
植
樹
祭
の
開
催
に
あ

た
り
協
力
し
た
学
校
や
各
団
体
、式
典

出
演
者
、報
道
広
報
協
力
者
な
ど
１
２

４
団
体
・
個
人
に
寺
田
知
事
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
、ま
た
、全
国
植
樹
祭
で

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
お
手
植
さ
れ
た

ブ
ナ
、ト
チ
、秋
田
ス
ギ
な
ど
６
種
類

の
樹
木
の
苗
木
が
リ
レ
ー
さ
れ
ま
し
た
。�

　
続
い
て
、▽
生
態
系
に
配
慮
し
た
水

と
緑
を
育
む
多
様
な
森
づ
く
り
を
進

め
る
▽
豊
か
な
自
然
の
恵
み
に
よ
り

　
第
59
回
全
国
植
樹
祭
開
催
を
記
念
す
る
「
水
と
緑
の
森
林
祭
」
が
10
月
10�
日
か
ら

13
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
、
各
種
展
示
や
音
楽
祭
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
東
北
大
会

な
ど
多
彩
な
催
し
で
賑
わ
い
ま
し
た
。�

　
12
日
に
は
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
寺
田
典
城
県
知
事
が
全
国
植
樹
祭
で
の
協
力
者
・

団
体
を
表
彰
し
た
ほ
か
、
参
加
者
と
と
も
に
、「
水
と
緑
の
ふ
る
さ
と
秋
田
宣
言
」
で

さ
ら
な
る
森
づ
く
り
の
県
民
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。�

�

１
２
４
団
体
・
個
人
に
感
謝
状�

「
植
樹
祭
の
成
功
は
皆
さ
ん
の
熱
意
の
賜
物
」�

寺
田
知
事�

▲寺田知事が植樹祭での協力者に感謝状を贈呈

▲アトラクションを楽しむ参加者

▲期間中、１１種１２００本の苗木を植樹しました

▲「
水
と
緑
の
ふ
る
さ
と
秋
田
」を

目
指
し
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
寺
田

知
事
ら
に
苗
木
が
リ
レ
ー
さ
れ
ま

し
た 「

水
と
緑
の
ふ
る
さ
と
秋
田
」

「
水
と
緑
の
ふ
る
さ
と
秋
田
」を
宣
言

を
宣
言�

「
水
と
緑
の
ふ
る
さ
と
秋
田
」

「
水
と
緑
の
ふ
る
さ
と
秋
田
」を
宣
言

を
宣
言�

「
水
と
緑
の
ふ
る
さ
と
秋
田
」を
宣
言�

第
59
回
全
国
植
樹
祭
開
催
記
念
「
水
と
緑
の
森
林
祭
」�
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培
わ
れ
て
き
た
水
と
緑
の
文
化
を
守

り
育
て
る
、こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る

『
水
と
緑
の
ふ
る
さ
と
秋
田
宣
言
』が

読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。�

���

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
は
、一
般
参
加

者
も
含
め
植
樹
会
場
に
移
動
、ミ
ズ
ナ

ラ
や
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
な
ど
の
広
葉
樹
を

植
樹
し
ま
し
た
。期
間
中
、11
種
１
２

０
０
本
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。�

　
お
野
立
所
前
の
メ
イ
ン
会
場
で
は
、

緑
化
や
環
境
保
全
、地
域
づ
く
り
を
Ｐ

Ｒ
す
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
多
彩
な
展
示

が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、中
央
駐
車
場
で

は
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
の
東
北
大
会

な
ど
も
開
か
れ
、訪
れ
た
人
々
は
秋
晴

れ
の
一
日
を
広
大
な
公
園
を
散
策
し

な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。�

���

　
ま
た
こ
の
日
の
午
後
は『
水
と
緑
の

音
楽
祭
』が
開
か
れ
、大
勢
の
音
楽
フ
ァ

ン
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。エ
フ
エ
ム
秋

田
な
ど
で
放
送
さ
れ
て
い
る
ラ
ジ
オ

番
組
の
公
開
録
音
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、ゲ
ス
ト
に
は
、ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
の
か
ま
や
つ
ひ
ろ
し
さ
ん
が
出

演
し
、ヒ
ッ
ト
ナ
ン
バ
ー
の
演
奏
で
会

場
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。�

���

　
最
終
日
の
13
日
に
は
、パ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
研
修
室
で
景
観
や
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
る
「
水
と
緑
の
景
観

フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
開
か
れ
、市
民
ら
約

60
人
が
参
加
し
、講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
地
域
づ
く
り
、人
づ

く
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。�

　
こ
の
う
ち
講
演
で
は
、秋
田
県
立
大

学
生
物
資
源
学
科
教
授
の
荒
樋
豊
氏

が「
水
と
緑
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
」と

題
し
阿
仁
・
根
子
集
落
で
取
り
組
ん
だ

地
域
づ
く
り
の
実
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。�

　
根
子
で
は
、荒
樋
氏
の
指
導
に
よ
り

住
民
が
参
加
す
る「
ま
ち
づ
く
り
元
気

塾
」が
開
か
れ
、根
子
番
楽
な
ど
の
民

俗
文
化
や
水
芭
蕉
の
群
生
地
な
ど
の

自
然
資
源
と
い
っ
た
魅
力
を
見
出
し
、

集
落
を
維
持
保
全
す
る
手
立
て
が
模

索
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
荒
樋
氏
は
、「
今
、『
企
画
し
、や
り
遂

げ
る
力
』が
問
わ
れ
て
い
る
。高
齢
者

を
含
め
て
住
民
が
役
割
を
分
担
し
、地

域
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
と
努
力
す
る

こ
と
で
可
能
性
が
見
え
て
く
る
」な
ど

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。�

あ
ら
ひ
ゆ
た
か�

期
間
中
も
１
２
０
０
本
を
植
樹�

「
水
と
緑
の
音
楽
祭
」�

「
水
と
緑
の
景
観
フ
ォ
ー
ラ
ム
」�

か
ま
や
つ
ひ
ろ
し
さ
ん
が
出
演�

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た�

秋
田
を
水
と
緑
の
ふ
る
さ
と
に�

　
木
の
枝
や
端
材
を
使
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作

り
を
体
験
す
る
子
ど
も
た
ち
。
こ
の
ほ
か
、
緑

化
や
環
境
保
全
な
ど
森
林
祭
の
テ
ー
マ
沿
っ
た

コ
ー
ナ
ー
に
人
気
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た

▲腕自慢が集結した第１回東北チェンソーアート競
技大会。秋田杉の原木が見事な芸術作品に生まれ変
わりました

▲地域づくりをテーマにした「水と緑の景観フォーラム」。講演
では、阿仁根子地区の取り組みが事例として紹介されました

▼メイン会場には、市商工会青年部・女性
部ほか特産品などを直売する売店もなど
も出店、大勢の人出で賑わいました

▲
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北
秋
田
市
立
鷹
巣
中
学
校（
佐
藤
敬
顕
校
長
）の
創

立
50
周
年
記
念
式
典
が
、10
月
25
日
、同
校
体
育
館
で

開
催
さ
れ
、全
校
生
徒
は
じ
め
Ｐ
Ｔ
Ａ
、教
職
員
、Ｏ

Ｂ
な
ど
約
７
０
０
人
が
出
席
し
て
半
世
紀
の
節
目
を

盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。�

　
同
校
は
、昭
和
33
年
９
月
10
日
に
、町
村
合
併
で
進

め
ら
れ
た
中
学
校
再
編
の
一
環
と
し
て
、鷹
巣
、栄
、

綴
子
、坊
沢
、緑
ヶ
丘
分
校
、七
座
、沢
口
の
７
校
が
統

合
し
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
昭
和
34
年
６
月

に
新
校
舎
が
完
成
し
、平
成
７
年
２
月
に
、旧
校
舎
の

老
朽
化
や
台
風
被
害
等
の
た
め
現
在
の
校
舎
に
改
築

さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
ま
で
に
同
校
を
卒
業
し
た
生
徒
は
１
万
６
４

２
３
人
。こ
の
間
、「
自
主
・
友
愛
・
誠
実
」を
校
訓
と
し

て「
県
北
の
雄
」と
し
て
の
誇
り
の
も
と
、昭
和
63
年

の
30
周
年
記
念
、平
成
10
年
の
40
周
年
記
念
の
節
目

を
経
な
が
ら
、昭
和
49
年
と
昭
和
55
年
に
は
全
国
バ

レ
ー
大
会
に
出
場
、平
成
５
年
、平
成
７
年
に
は
全
国

中
学
校
駅
伝
大
会
に
出
場
、平
成
13
年
に
は
全
国
中

学
校
陸
上
競
技
大
会
に
出
場
し
た
ほ
か
各
種
競
技
大

会
で
全
県
優
勝
を
続
け
る
な
ど
勉
学
や
ス
ポ
ー
ツ
に

数
々
の
栄
光
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。�

　
式
典
で
は
、佐
藤
校
長
が
、同
校
の
半
世
紀
を
振
り

返
り
な
が
ら「
50
周
年
を
機
に
さ
ら
に
活
力
あ
る
学

校
に
す
る
た
め
に
中
学
生
ら
し
い
強
さ
と
優
し
さ
を

も
っ
て
学
校
生
活
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
。地
域
や

関
係
者
の
支
援
に
感
謝
し
ま
す
」と
式
辞
。続
い
て
、

実
行
委
員
長
の
山
内
幸
雄
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が「
若
鷹
の

よ
う
に
は
ば
た
い
て
先
輩
た
ち
が
築
い
て
き
た
伝
統

を
後
輩
に
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
。50
周
年
を
契
機

に
さ
ら
な
る
飛
躍
を
願
う
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、来
賓
の
岸
部
陞
市
長
は「
自
主
・
友
愛
・
誠
実

の
校
風
を
後
輩
に
引
継
ぎ
な
が
ら
よ
り
高
い
理
想
に

む
か
っ
て
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
」と
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。�

　
生
徒
会
長
の
高
橋
晃
平
さ
ん（
３
年
生
）は「
50
周

年
の
節
目
に
在
籍
で
き
た
こ
と
は
光
栄
。伝
統
の
重

み
を
認
識
し
、一
歩
一
歩
未
来
へ
向
か
っ
て
歩
ん
で

い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
、最
後
に
全
員
で
校
歌
を

合
唱
し
て
式
典
を
閉
じ
ま
し
た
。�

　
式
典
の
あ
と
、生
徒
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、運
動
会
で
は
じ
め
て
全
校
生
徒
で
取
り
組

ん
だ「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」を
３
年
生
全
員
で
力
強

く
披
露
す
る
と
と
も
に
、50
周
年
を
記
念
し
て
創
作

さ
れ
た
鷹
中
讃
歌「
翼
に
の
せ
て
」を
全
員
で
高
ら
か

に
合
唱
し
て
、鷹
中
健
児
の
意
気
込
み
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、同
校
の
卒
業
生
で
あ
る
梅
乃
ハ
ッ
パ
さ
ん

（
永
井
良
治
氏
）に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。梅

乃
さ
ん
は
吉
本
興
業
に
所
属
し
、平
和
ラ
ッ
パ
さ
ん

と
コ
ン
ビ
で
音
曲
漫
才
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。�

　
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
中
学
時
代
の
思
い
出
や
ギ

タ
ー
を
愛
し
て
仕
事
を
続
け
て
き
た
経
験
を
語
り
な

が
ら「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
自
分

の
後
ろ
姿
を
見
な
が
ら
努
力
を
」な
ど
と
生
徒
た
ち

を
激
励
し
ま
し
た
。�

�

▲３年生全員で力強く踊った「よさこいソーラン」 ▲生徒やＰＴＡ等約700人が出席した記念式典

半
世
紀
の
節
目
を
祝
う
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世
紀
の
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目
を
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う�
半
世
紀
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節
目
を
祝
う

半
世
紀
の
節
目
を
祝
う�
半
世
紀
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節
目
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祝
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半
世
紀
の
節
目
を
祝
う�
半
世
紀
の
節
目
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祝
う�
友
愛
五
十
年

友
愛
五
十
年

友
愛
五
十
年

鷹
巣
中
学
校
創
立
50
周
年
記
念
式
典
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鷹巣中学校創立50周年記念式典�

50
年
の
主
な
あ
ゆ
み

� 昭
和
33
年
度
◇
鷹
巣
中
学
校
発
足（
９

　
月
10
日
）◇
開
校
式（
９
月
11
日
）�

昭
和
34
年
度
◇
校
歌
制
定
◇
校
章
制
定

　
◇
校
舎
第
２
棟
、第
３
棟
完
成�

昭
和
35
年
度
◇
完
全
統
合
入
学
式
◇
完 

　
全
統
合
体
育
会（
旧
記
念
グ
ラ
ン
ド
）

　
◇
体
育
館
完
成�

昭
和
36
年
度
◇
国
体
会
場（
バ
レ
ー
）◇

　
校
門
、日
本
庭
園
完
成�

昭
和
37
年
度
◇「
清
風
寮
」女
子
寮
と
し

　
て
開
寮
◇
つ
つ
じ
が
丘
完
成�

昭
和
38
年
度
◇
運
動
公
園
、野
球
場
完

　
成
◇
全
県
選
抜
野
球
優
勝�

昭
和
39
年
度
◇
全
県
野
球
優
勝�

昭
和
40
年
度
◇
プ
ー
ル
完
成�

昭
和
41
年
度
◇
陸
上
競
技
場
完
成�

昭
和
42
年
度
◇
創
立
10
周
年
◇
友
愛
の

　
塔
完
成�

昭
和
45
年
度
◇
完
全
給
食
開
始�

昭
和
49
年
度
◇
男
子
バ
レ
ー
全
国
３
位�

昭
和
50
年
度
◇
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
表
彰�

昭
和
51
年
度
◇
理
科
教
材
園
整
備�

昭
和
52
年
度
◇
丸
山
校
長
文
部
大
臣
表
彰�

昭
和
53
年
度
◇
創
立
20
周
年
記
念
式
典
、

　
記
念
誌
、同
窓
会
名
簿
作
成
◇
男
子

　
バ
レ
ー
東
北
優
勝�

昭
和
55
年
度
◇
全
天
候
型
陸
上
競
技
場

　
完
成�

昭
和
56
年
度
◇
台
風
15
号
被
害（
中
央

　
廊
下
等
）◇
第
１
回
立
志
式�

昭
和
58
年
度
◇
日
本
海
中
部
地
震
で
グ

　
ラ
ン
ド
に
避
難
◇
野
球
部
東
北
優
勝�

昭
和
59
年
度
◇
第
２
体
育
館
完
成�

昭
和
60
年
度
◇
科
学
部
斎
藤
憲
三
顕
彰

　
受
賞�

昭
和
61
年
度
◇
国
土
緑
化
推
進
委
員
会

　
理
事
長
賞
◇
学
校
環
境
緑
化
コ
ン
ク
ー

　
ル
知
事
賞�

昭
和
62
年
度
◇
学
区
再
編�

昭
和
63
年
度
◇
創
立
30
周
年
記
念
式
典
、

　
記
念
誌
作
成�

平
成
元
年
度
◇
ス
キ
ー
女
子
総
合
全
県

　
８
連
覇�

平
成
３
年
度
◇
全
校
演
劇
教
室（
フ
ァ

　
ル
コ
ン
）◇
台
風
19
号
襲
来
校
舎
被
害�

平
成
５
年
度
◇
旧
校
舎
解
体
◇
全
校
ス

　
キ
ー
教
室（
森
吉
ス
キ
ー
場
）�

平
成
６
年
度
◇
新
校
舎
完
成�

平
成
10
年
度
◇
給
食
セ
ン
タ
ー
新
築
◇

　
創
立
40
周
年
記
念
式
典
、記
念
誌
作

　
成
◇
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト「
白
鷹
林
」除
幕�

平
成
16
年
度
◇
市
町
村
合
併
に
よ
り
、 

　
北
秋
田
市
立
鷹
巣
中
学
校
と
な
る�

平
成
19
年
度
◇
国
体
バ
レ
ー
競
技
応
援�

平
成
20
年
度
◇
第
59
回
全
国
植
樹
祭
に

　
参
加
◇
創
立
50
周
年
記
念
式
典
、　

　
記
念
誌
作
成�

▲実質統合の頃の校舎全景（昭和35年頃）

▲中庭整備作業。創立の頃は生徒
　も学校の整備に汗を流した

▲旧校舎は平成３年の台風19号で大きな被害を受けた ▲少年野球の東北優勝（昭和58年）

▲バレー部全国３位（昭和49年）

▼昭和37年から女子寮として使われた
　「清風寮」

▲平成４年から生徒会活動で始めた
　アルミ缶回収（写真は平成12年）
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」未
然
防
止
の
た
め
に�
「
振
り
込
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欺
」未
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防
止
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た
め
に�
「
振
り
込
め
詐
欺
」未
然
防
止
の
た
め
に�
「
振
り
込
め
詐
欺
」未
然
防
止
の
た
め
に�
「
振
り
込
め
詐
欺
」未
然
防
止
の
た
め
に�
「
振
り
込
め
詐
欺
」未
然
防
止
の
た
め
に�
「
振
り
込
め
詐
欺
」未
然
防
止
の
た
め
に�
「
振
り
込
め
詐
欺
」未
然
防
止
の
た
め
に�

「
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い
」・「
１
人
で
振
り
込
ま
な
い
」�

　
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
は
、依
然
と
し
て
な
く
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、新
し
い
手
口
が
現
れ
、最
近
、再
び
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。�

　「
オ
レ
だ
よ
、オ
レ
」と
家
族
の
ふ
り
を
し
て
電
話
を
か
け
、「
金
が
要
る
」と
、う
そ
を
つ
い
て
多
額
の
現
金
を
指
定

し
た
預
貯
金
口
座
に
振
り
込
ま
せ
る
、い
わ
ゆ
る「
オ
レ
オ
レ
詐
欺（
恐
喝
）」を
は
じ
め
、「
架
空
請
求
詐
欺（
恐
喝
）」、

「
融
資
保
証
金
詐
欺
」、「
還
付
金
等
詐
欺
」の
四
つ
の
犯
罪
類
型
を
総
称
し
て「
振
り
込
め
詐
欺（
恐
喝
）」と
い
い
ま
す
。�

　
中
で
も
、税
務
署
や
社
会
保
険
事
務
所
を
か
た
っ
て「
還
付
金
が
あ
る
」と
う
そ
を
つ
き
、Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
け

払
い
機
）を
操
作
さ
せ
て
多
額
の
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る「
還
付
金
等
詐
欺
」と
い
う
新
し
い
手
口
が
急
増
し
て
い
ま

す
。

い
わ
ゆ
る
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」（
恐
喝
）
�

　
　
　
　
60
歳
代
の
女
性
の
被
害
者
が
全
体
の

約
30
％
と
最
も
多
く
、
次
に
70
歳
代
の
女
性
約
22

％
、
50
歳
代
の
女
性
約
13
％
の
集
計
で
す
。�

　
　
　
　
　
▼
自
分
か
ら
先
に
息
子
や
孫
な
ど

の
名
前
を
言
わ
ず
、
相
手
に
名
乗
ら
せ
る
こ
と
▼

相
手
に
家
族
の
名
前
や
住
所
を
聞
く
な
ど
し
て
、

本
人
か
ど
う
か
確
認
す
る
こ
と
▼
電
話
を
切
っ

た
後
、
必
ず
本
人
や
そ
の
家
族
、
勤
務
先
等
と
連

絡
を
取
り
、
事
実
を
確
認
す
る
こ
と�

被
害
者

　
　
　
「
オ
レ
だ
よ
、
オ
レ
」
と
電
話
が
か
か
っ
て

き
て
、
う
っ
か
り
「
○
○
（
息
子
な
ど
の
名
前
）
？
」

な
ど
と
問
い
直
す
と
、「
そ
う
、
○
○
。
実
は
会
社

の
お
金
を
使
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
今
日
中
に
返

済
し
な
い
と
ク
ビ
に
な
る
」
と
言
わ
れ
、
指
定
さ

れ
た
銀
行
口
座
に
お
金
を
振
り
込
ま
せ
ま
す
。
�

　
ま
た
、
犯
人
は
、
警
察
官
や
弁
護
士
を
装
っ
て

「
お
宅
の
息
子
さ
ん
が
交
�

通
事
故
を
起
こ
し
た
」
な
�

ど
と
電
話
し
て
き
て
示
�

談
金
の
名
目
で
お
金
を
�

振
り
込
ま
せ
る
も
の
や
、
�

会
社
に
お
け
る
横
領
の
�

補
て
ん
金
、
サ
ラ
金
の
借
�

金
返
済
な
ど
、
そ
の
手
口
�

も
変
化
し
て
い
ま
す
。
�

事
例

　
　
　
　
　
　
交
通
事
故
に
見
せ
か
け
る
手
口

で
も
、
サ
イ
レ
ン
の
ほ
か
、
被
害
者
と
さ
れ
る
相

手
の
泣
き
声
や
事
故
処
理
の
慌
た
だ
し
い
効
果

音
な
ど
を
吹
き
込
み
、
不
安
を
あ
お
る
事
案
も
発

生
し
て
い
ま
す
。
�

最
近
の
特
徴

対
策
な
ど

　
�

　
�

　
振
り
込
め
詐
欺
の
犯
人
は
、た
い
て
い
振
り
込
む
こ
と
を
急
が
せ
て

き
ま
す
。家
族
に
一
大
事
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
、気
が
動
転
し
て
い
る
状

態
で
急
が
さ
れ
る
と
、冷
静
な
判
断
が
で
き
な
く
な
り
、つ
い
犯
人
の
言

う
こ
と
を
聞
い
て
し
ま
い
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、振
り
込
め
詐
欺
の
犯
人
は
、「
息
子
さ
ん
の
将
来
に
傷
が
つ

く
か
ら
誰
に
も
話
さ
な
い
で
」、「
銀
行
の
窓
口
で
は
、息
子
が
車
を
買
う

た
め
の
お
金
だ
と
言
っ
て
」な
ど
と
、こ
ち
ら
の
心
理
状
況
を
手
玉
に
取

り
、巧
妙
な
話
術
で
だ
ま
し
て
き
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
場
合
、ま
ず
は
こ
ら
え
て
、ひ
と
呼
吸
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。必
ず
誰
か
に
相
談
し
て
、冷
静
な
目
で
事
態
を
判
断
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。�

“だまされない”準備と心構え�
が大切です

「
振
り
込
め
詐
欺
、
自
分
は
大
丈
夫
…
」
、
本
当
に
大
丈
夫
で
す
か
？
�

県
民
安
全
セ
ン
タ
ー
a

０
１
８-

８
６
４-
９
１
１
０

北
秋
田
警
察
署
a

62-

１
２
４
５（
緊
急
は
１
１
０
番
）

不
審
に
思
っ
た
ら

直
ち
に
相
談
を
↓

→
振
り
込
む
前
に
、も
う
一
度
、�

　「
事
実
の
確
認
」を
し
て
く
だ
さ
い
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「
架
空
請
求
詐
欺
」（
恐
喝
）
�

　
　
　
　
10
〜
30
歳
代
の
女
性
が
約
32
％
を
占
め
、

特
に
20
歳
代
以
下
の
女
性
が
約
19
％
を
占
め
最

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
若
年
層
の
ほ
と
ん
ど
が

有
料
サ
イ
ト
利
用
料
金
詐
欺
の
被
害
者
で
す
。�

　
　
　
　
　
▼
利
用
し
た
覚
え
が
な
け
れ
ば
、
現

金
を
振
り
込
ま
な
い
こ
と
▼
相
手
に
連
絡
し
な

い
こ
と
▼
相
手
に
自
分
の
住
所
・
氏
名
を
教
え
な

い
こ
と
▼
見
覚
え
の
な
い
送
信
元
か
ら
の
メ
ー

ル
に
表
示
さ
れ
て
い
る
ア
ド
レ
ス
に
は
ア
ク
セ

ス
し
な
い
こ
と�

被
害
者

　
　
　
不
特
定
多
数
の
人
に
、
架
空
の
サ
ー
ビ
ス

利
用
料
を
請
求
す
る
内
容
の
郵
便
や
電
子
メ
ー

ル
な
ど
を
送
り
、
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
手
口
で

す
。
裁
判
所
な
ど
の
公
�

的
機
関
や
架
空
の
債
権
�

回
収
会
社
を
装
い
、
時
�

に
は
、「
○
月
○
日
ま
で
�

に
振
り
込
ま
な
か
っ
た
�

ら
、
法
的
手
段
に
訴
え
�

る
」
な
ど
と
脅
迫
的
な
�

言
葉
を
用
い
ま
す
。
�

　
�

事
例

　
　
　
　
　
　
総
務
省
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
等
の
公
的
機

関
の
名
前
で
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
ア
ン
テ
ナ

受
信
端
末
切
替
工
事
費
が
必
要
な
の
で
、
指
定
口

座
に
工
事
費
を
振
り
込
ん
で
」
な
ど
の
ハ
ガ
キ
な

ど
が
届
く
ケ
ー
ス
や
、
携
帯
電
話
に
き
た
メ
ー
ル

に
記
載
さ
れ
た
ア
ド
レ
ス
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
だ

け
で
、
高
額
な
入
会
金
を
請
求
す
る
な
ど
、
手
口

が
一
段
と
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。
�

最
近
の
特
徴

融
資
保
証
金
詐
欺
�

　
　
　
　
40
歳
代
か
ら
50
歳
代
の
男
性
の
被
害

者
が
全
体
の
28
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
30
歳
代
か

ら
40
歳
代
の
女
性
の
被
害
者
が
全
体
の
23
％
を

占
め
て
い
ま
す
。�

　
　
　
　
　
▼
実
在
す
る
貸
金
業
者
等
を
装
っ

て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
融
資
を
申
し
込
む
場

合
は
、
必
ず
電
話
帳
や
番
号
案
内
等
で
電
話
番
号

を
調
べ
確
認
す
る
▼
正
規
の
貸
金
業
者
で
は
、
保

証
金
や
借
入
金
デ
ー
タ
の
抹
消
な
ど
い
か
な
る

名
目
で
あ
っ
て
も
、
融
資
を
前
提
に
現
金
を
振
り

込
ま
せ
る
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん�

被
害
者

　
　
　
実
際
に
は
融
資
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
重
債
務
者
な
ど
に
「
低
金
利
で
融
資
し
ま
す
」
、

「
債
務
を
一
本
化
し
ま
す
」
な
ど
と
書
か
れ
た
ハ

ガ
キ
や
電
子
メ
ー
ル
な
ど
を
送
り
つ
け
、
融
資
を

申
し
込
ん
で
き
た
人
に
対
し
、「
融
資
が
可
能
か

審
査
し
ま
す
の
で
、
信
用
を
担
保
す
る
た
め
、
保

証
金
と
し
て
お
金
を
振
り
�

込
ん
で
く
だ
さ
い
」
な
ど
�

と
言
っ
て
、
保
証
金
名
目
�

に
現
金
を
預
貯
金
口
座
に
�

振
り
込
ま
せ
る
な
ど
の
方
�

法
に
よ
り
だ
ま
し
取
る
手
�

口
で
す
。
�

　
�

事
例

　
　
　
　
　
　
実
在
す
る
金
融
機
関
や
貸
金
業
者
、

あ
る
い
は
そ
の
関
係
会
社
を
装
い
、
商
号
、
ロ
ゴ

マ
ー
ク
、
登
録
番
号
等
を
盗
用
し
て
融
資
を
持
ち

か
け
る
、
偽
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、
折
込
広
告
、
雑

誌
広
告
な
ど
、
極
め
て
精
巧
に
作
ら
れ
て
い
る
も

の
が
増
加
し
て
い
ま
す
。�

最
近
の
特
徴

還
付
金
等
詐
欺
�

　
　
　
　
60
歳
代
以
上
の
女
性
の
被
害
者
が
、
全

体
の
約
53
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
被
害
者
の
多
く

は
、
無
人
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
誘
導
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
　
　
　
　
▼
税
務
署
や
社
会
保
険
事
務
所
が

電
話
で
指
示
し
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
▼
番
号
案
内
や
電
話
帳
で
、
税
務
署

や
社
会
保
険
事
務
所
の
電
話
番
号
を
調
べ
、
必
ず

確
認
す
る
▼
金
融
機
関
に
行
き
、
振
り
込
み
限
度

額
を
少
額
に
設
定
す
る
な
ど
、
万
一
被
害
に
遭
っ

た
場
合
の
対
策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う�

被
害
者

　
　
　
社
会
保
険
事
務
所
な
ど
の
職
員
を
装
い
、

あ
た
か
も
年
金
な
ど
を
還
付
す
る
手
続
き
で
あ

る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
け

払
い
機
）
ま
で
誘
導
し
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
て

現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
手
口
で
す
。「
暗
証
番
号
」

や
「
通
信
番
号
」
な
ど
と
称
�

す
る
6
ケ
タ
程
度
の
数
値
�

を
告
げ
ら
れ
、
被
害
者
は
�

犯
人
の
指
示
に
従
っ
て
Ａ
�

Ｔ
Ｍ
の
金
額
欄
に
そ
の
数
�

字
を
入
力
し
、
知
ら
ず
知
�

ら
ず
の
う
ち
に
現
金
の
振
�

り
込
み
手
続
き
を
さ
せ
ら
�

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
�

事
例

　
　
　
　
　
　
税
務
署
や
社
会
保
険
事
務
所
、
リ

フ
ォ
ー
ム
会
社
な
ど
を
名
乗
り
、「
税
金
」
や
「
高

齢
者
医
療
保
証
金
」
、「
以
前
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し

た
時
の
返
戻
金
」
の
還
付
（
返
戻
）
が
あ
る
と
だ
ま

し
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
残
高
の
あ
る
通
帳

を
持
っ
て
、
今
す
ぐ
Ａ
Ｔ
Ｍ
ま
で
行
っ
て
携
帯
電

話
で
再
度
連
絡
し
て
」
な
ど
と
指
示
さ
れ
ま
す
。�

最
近
の
特
徴

対
策
な
ど

対
策
な
ど

対
策
な
ど

お金を借りるのに
お金を振り込みますか？

犯人はあなたの大切なお金を�
狙っています

身に覚えがない請求には応じない
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浜
辺
の
歌
音
楽
館
開
館
20
周
年
記
念
講
演
会

　
北
秋
田
市
が
主
催
す
る「
浜
辺
の
歌
音

楽
館
」の
開
館
20
周
年
記
念
講
演
会
が
10

月
18
日
、森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、参
加
し
た
市
民
ら
が
、日
本
の

音
楽
史
に
輝
く
為
三
の
功
績
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。�

　
音
楽
館
は
、旧
森
吉
町
が
郷
土
の
生
ん

だ
偉
人
・
成
田
為
三
の
顕
彰
と
音
楽
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
建
設
し
た
施
設
で

昭
和
63
年
８
月
に
完
成
し
ま
し
た
。�

　
講
師
は
、東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
教

授
の
佐
野
靖
さ
ん
。音
楽
科
の
教
師
教
育
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
授
業
研
究
を
中
心
に
研

究
を
展
開
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、人
材
育
成

や
普
及
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。�

　
佐
野
教
授
は「
成
田
為
三
の
果
た
し
た

歴
史
的
役
割
〜
日
本
の
う
た
の
発
展
に
か

か
わ
っ
て
〜
」と
題
し
て
講
演
。「
為
三
と

い
え
ば『
浜
辺
の
歌
』の
印
象
が
強
い
が
、

明
治
以
降
の
日
本
の
う
た
の
歴
史
の
中
で

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が『
か
な
り

や
』。当
時
、児
童
文
芸
誌
の『
赤
い
鳥
』に

始
ま
る
文
芸
運
動
で
多
く
の
名
作
が
送
り

出
さ
れ
た
が
、曲
付
き
の
童
謡
と
し
て
最

初
に
発
表
さ
れ
た
の
が
こ
の
曲
だ
っ
た
。

西
条
八
十
作
の
詞
も
幻
想
的
だ
が
、非
和

声
音
が
多
用
さ
れ
る
伴
奏
譜
な
ど
随
所
に

様
々
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。為
三

の
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
く
る
名
曲
」、と

実
際
に
演
奏
し
な
が
ら
解
説
し
ま
し
た
。�

　
最
後
に
、「
特
に
若
い
人
た
ち
に
知
っ
て

ほ
し
い
」と
前
置
き
し
、「
学
生
の
頃
、『
ふ

る
さ
と
』は
つ
ま
ら
な
い
曲
だ
と
思
っ
て

い
た
が
、今
は
ま
っ
た
く
感
じ
方
が
違
う
。

歌
は
同
じ
曲
で
も
聴
い
た
り
歌
っ
た
り
す

る
状
況
で
そ
の
都
度
表
情
が
異
な
る
。感

じ
方
は
一
人
ひ
と
り
自
由
。自
分
の
心
の

内
側
か
ら
わ
き
出
て
く
る
素
直
な
イ
メ
ー

ジ
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
。そ
の
上
で
、地

域
の
先
人
で
あ
る
為
三
の
曲
を
歌
い
継
ぎ
、

こ
の
土
地
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
し

て
ほ
し
い
」、と
聴
講
し
た
市
民
ら
に
語
り

か
け
て
い
ま
し
た
。�

▲「日本のうた」の歴史の中での為三の果たし

た役割などを語った佐野教授による講演会

為
三
を
生
ん
だ
こ
の
土
地
を
誇
り
に

為
三
を
生
ん
だ
こ
の
土
地
を
誇
り
に�

為
三
を
生
ん
だ
こ
の
土
地
を
誇
り
に

為
三
を
生
ん
だ
こ
の
土
地
を
誇
り
に�

為
三
を
生
ん
だ
こ
の
土
地
を
誇
り
に�

�

　
秋
田
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会（
会
長
・
岸

部
市
長
）が
創
立
30
周
年
を
迎
え
、10
月
11

日
、全
国
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
友
好
団
体
の

参
加
の
も
と
記
念
講
演
会
や
記
念
植
樹
を

実
施
し
、日
本
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
さ
ら

な
る
友
好
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。�

　
同
協
会
は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
秋
田
が

気
象
条
件
を
は
じ
め「
雪
の
中
の
生
活
」「
森

林
資
源
を
活
用
し
た
生
活
」な
ど
の
文
化

的
条
件
が
似
て
い
る
こ
と
や
、森
林
の
中

に
池
沼
が
点
在
す
る
大
野
台
の
自
然
景
観

が
北
欧
を
思
わ
せ
る
こ
と
か
ら
、両
国
の

友
好
親
善
、産
業
・
経
済
、文
化
面
で
の
交

流
を
図
ろ
う
と
昭
和
53
年
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。�

　
は
じ
め
に
、岸
部
会
長
が
、「
全
国
の
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
協
会
の
集
大
成
で
も
あ
る
協
議

会
が
こ
の
地
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
、当

協
会
に
と
っ
て
も
誠
に
意
義
深
い
。活
動

状
況
な
ど
情
報
交
換
し
な
が
ら
交
流
を
深

め
て
ほ
し
い
。各
協
会
の
発
展
、そ
し
て
日

本
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
友
好
に
寄
与
で
き

れ
ば
幸
い
」な
ど
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。�

　
ま
た
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使
館
の
セ
ッ

ポ･

キ
マ
ネ
ン
参
事
官
が
秋
田
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
協
会
の
創
立
30
周
年
を
祝
福
、「
来
年

は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
日
本
の
外
交
関
係
が

始
ま
っ
て
か
ら
90
周
年
の
年
。こ
の
間
、文

化
協
定
が
結
ば
れ
る
な
ど
、文
化
・
経
済
面

で
交
流
が
促
進
さ
れ
た
。各
協
会
の
益
々

の
発
展
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
日
本
の
友
好

が
進
む
こ
と
を
願
い
ま
す
」な
ど
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
の
記
念
講
演
で
は
、講
師
の
早

川
治
子
さ
ん（
日
本
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会

専
務
理
事
）が「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
っ
て
ど
ん

な
国
」と
題
し
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
歴
史
や

魅
力
、日
本
人
と
の
価
値
観
の
違
い
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
た
。�

　
講
演
終
了
後
、参
加
者
全
員
が
北
欧
の

杜
公
園
内
の
植
樹
エ
リ
ア
に
移
動
し
、セ

イ
ヨ
ウ
ト
チ
ノ
キ
と
ヤ
マ
ナ
ラ
シ
を
植
樹

し
、30
周
年
の
記
念
と
し
ま
し
た
。 

▲フィンランド大使館のセッポ･キマネン参事

官らと記念植樹

�

秋田フィンランド協会創立30周年記念事業／浜辺の歌音楽館20周年記念講演会�

秋
田
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
創
立
30
周
年
記
念
事
業

日
本
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
友
好
を
再
確
認

日
本
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
友
好
を
再
確
認�

日
本
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
友
好
を
再
確
認

日
本
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
友
好
を
再
確
認�

日
本
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
友
好
を
再
確
認�
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国重要文化財指定へ金家住宅／市長日誌�

◇
10
月
1
日
〜
15
日

市
長
日
誌

５
日（
日
）▽
第
３
回
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
総
合
開
会
式

に
出
席（
北
欧
の
杜
公
園
風
の
音
楽
堂
）�

６
日（
月
）▽
木
質
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
実
証
プ
ラ
ン
ト
事
業
の
実
施
主
体
で
あ
る

独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
理
事
長
と
懇
談（
茨
城
県
）�

７
日（
火
）▽
市
の
誘
致
企
業
フ
リ
ー
デ
ン
本
社
を
訪
問（
神
奈
川
県
）�

８
日（
水
）▽
秋
田
県
赤
十
字
大
会
歓
迎
ご
昼
食
会
及
び
式
典
に
出
席（
秋
田
市
）�

９
日（
木
）▽
振
り
込
め
詐
欺
防
止
に
か
か
る
協
議
に
出
席（
北
秋
田
警
察
署
）�

10
日（
金
）▽
北
秋
田
市
植
樹
祭
に
出
席（
児
童
公
園
）▽
Ｊ
Ａ
葬
祭
セ
ン
タ
ー「
虹

の
ホ
ー
ル
た
か
の
す
」竣
工
式
・
祝
賀
会
に
出
席（
旧
栄
農
協
跡
地
）�

11
日（
土
）▽
全
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
友
好
団
体
協
議
会
に
出
席（
北
欧
の
杜
公
園
パ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
）▽
秋
田
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
創
立
30
周
年
記
念
講
演
会
に
出

席（
北
欧
の
杜
公
園
お
野
立
所
前
）�

12
日（
日
）▽
第
１
回
東
北
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
競
技
大
会
開
会
式
に
出
席（
北
欧

の
杜
公
園
）▽
ポ
ス
ト
植
樹
祭「
水
と
緑
の
森
林
祭
」に
出
席（
北
欧
の
杜
公

園
お
野
立
所
）▽
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使
館
参
事
と
懇
談（
大
太
鼓
の
館
）▽
ド

ラ
ム
サ
ー
ク
ル
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
に
参
加（
ロ
ッ
ジ
森
吉
、妖
精
の
森
）�

13
日（
月
）▽
ド
ラ
ム
サ
ー
ク
ル
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
に

参
加（
ク
ウ
ィ
ン
ス
森
吉
、秋
田
内
陸
縦
貫
鉄

道
、大
太
鼓
の
館
）�

14
日（
火
）▽
第
31
回
全
国
土
地
改
良
大
会
に
出
席（
県

立
武
道
館
）�

15
日（
水
）▽
日
沿
道
同
盟
会
合
同
要
望（
国
道
交
通

省
東
北
地
方
整
備
局
能
代
河
川
国
道
事
務
所
）

▽
森
吉
山
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
講
演
会

に
出
席（
四
季
美
館
）�

▲北秋田市植樹祭で（10/10）

　
文
化
庁
の
文
化
審
議
会（
石
澤
良
昭
会

長
）は
、10
月
17
日
に
本
市
本
城
の
金
家
住

宅（
旧
本
城
公
民
館
含
む
）を
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
す
る
こ
と
を
塩
谷
立
文
部
科

学
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。�

　
今
回
、秋
田
県
で
国
重
要
文
化
財
指
定

（
建
造
物
）の
答
申
を
受
け
た
の
は
、金
家

住
宅
と
小
玉
家
住
宅（
潟
上
市
）の
２
件
で

全
国
で
は
８
件
。
県
内
の
２
件
は
、平
成

14
・
15
年
度
に
県
教
育
委
員
会
が
実
施
し

た「
県
近
代
和
風
建
築
総
合
調
査
」で
そ
の

価
値
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、近
代
和
風

建
築
で
は
本
県
で
は
初
の
指
定
と
な
り
ま

す
。金
家
住
宅
は「
歴
史
的
価
値
の
高
い
建

築
物
」が
答
申
理
由
と
な
り
ま
し
た
。�

　
金
家
は
阿
仁
地
方
の
三
大
旦
那
と
呼
ば

れ
た
大
地
主
で
土
地
経
営
を
行
う
か
た
わ

ら
、農
村
の
青
年
教
育
に
尽
力
す
る
な
ど

地
域
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。�

　
金
家
住
宅
は
、旧
森
吉
町
本
城
の
阿
仁

川
西
岸
に
位
置
し
、約
３
９
６
６
平
方
メ
ー

ト
ル
の
敷
地
に
東
面
し
て
洋
館
、和
館
、文

庫
蔵
、米
蔵
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。（
洋

館
、和
館
は
昭
和
３
年
建
設
）ま
た
、正
面

に
は
幕
末
こ
ろ
の
作
庭
と
い
わ
れ
る
庭
園

が
あ
り
、四
季
折
々
の
木
々
が
建
物
と
よ

く
調
和
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、好
対
照
を
な
す
和
洋
両
館
が
極

め
て
良
好
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、東
北
地

方
で
は
数
少
な
い
大
型
の
和
洋
並
立
住
宅

と
し
て
貴
重
で
あ
り
、ま
た
地
方
に
お
け

る
近
代
住
宅
の
展
開
を
示
す
作
品
の
ひ
と

つ
と
し
て
も
歴
史
的
価
値
が
高
く
、近
代

地
主
の
屋
敷
構
え
を
伝
え
る
文
庫
蔵
、米

蔵
、表
門
及
び
宅
地
と
併
せ
て
保
存
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

　
年
内
に
は
答
申
ど
お
り
官
報
告
示
さ
れ
、

正
式
に
国
重
要
文
化
財
の
指
定
が
さ
れ
る

予
定
で
す
。�

※
金
家
住
宅
は
、私
有
地
に
あ
り
、現
在
も

一
部
居
住
し
て
い
る
住
宅
で
あ
る
こ
と
か

ら
一
般
公
開
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。今
後
、

定
期
的
な
公
開
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

▲好対照の洋館（左）、和館（右）が立つ金家住宅

国指定重要文化財に向け答申

国
登
録
有
形
文
化
財
の
金
家
住
宅（
洋
館
・
和
館
・
文
庫
蔵
・
米
蔵
）

国
重
要
文
化
財
指
定
に
向
け
て
答
申
さ
れ
る

国
重
要
文
化
財
指
定
に
向
け
て
答
申
さ
れ
る�

国
重
要
文
化
財
指
定
に
向
け
て
答
申
さ
れ
る

国
重
要
文
化
財
指
定
に
向
け
て
答
申
さ
れ
る�

国
重
要
文
化
財
指
定
に
向
け
て
答
申
さ
れ
る�

�
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美
し
い
歌
声
で
聴
衆
を
魅
了

〜
「
第
22
回
も
り
よ
し
合
唱
祭
」

　
第
22
回
も
り
よ
し
合
唱
祭
が
10
月
18
日
、森
吉
コ

ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、市
内
外
か
ら
９
団

体
が
出
演
し
、美
し
い
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。�

　
合
唱
祭
は
、参
加
３
団
体
の
合
同
合
唱「
地
上
の
星
」

で
幕
を
開
け
た
後
、北
秋
田
市
を
は
じ
め
男
鹿
市
、鹿

角
市
、上
小
阿
仁
村
か
ら
参
加
し
た
９
団
体
が
登
場

し
ま
し
た
。子
ど
も
達
の
か
わ
い
い
歌
声
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
付
き
の
お
母
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
、成
田
為
三
作

品
の
合
唱
、さ
ら
に
は
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
温
か
い
音
色

な
ど
個
性
豊
か
な
発
表
に
聴
衆
も
大
き
な
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。�

　
最
後
は
合
唱
祭
の
メ
イ
ン
で
あ
る
全
員
合
唱
。聴

衆
や
参
加
者
ら
約
２
５
０
人
に
よ
る「
浜
辺
の
歌
」「
秋

田
県
民
歌
」が
声
高
ら
か
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。�

▲美しい歌声と個性豊かな発表で聴衆を魅
了した「第22回もりよし合唱祭」

心
地
よ
い
汗
を
流
し
健
康
を
考
え
る

　
北
秋
田
市
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８
が

10
月
12
日
、鷹
巣
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、約
３
０
０
人
の

市
民
が
健
康
体
操
や
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
心
地

よ
い
汗
を
流
し
健
康
づ
く
り
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 �

　
地
域
や
企
業
内
で
の
健
康
づ
く
り
事
業
を
行
っ
て

い
る
梅
田
陽
子
氏
に
よ
る「
す
こ
や
か
コ
コ
か
ら
体

操
」の
講
演
が
行
わ
れ
、参
加
者
が
肩
こ
り
を
ほ
ぐ
す

運
動
な
ど
実
技
指
導
を
受
け
な
が
ら
体
を
動
し
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。ま
た
、体
育
館
周
辺
で
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
も
行
わ
れ
、参
加
者
は
４
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を

さ
っ
そ
う
と
歩
い
て
い
ま
し
た
。�

　
会
場
内
に
は
、健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設

け
ら
れ
、来
場
者
は
体
力
測
定
や
保
健
師
に
よ
る
健

康
指
導
で
自
分
の
体
調
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
し
た
。�

〜
健
康
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８

▲梅田講師の指導で参加者全員が「すこ
やかココから体操」でリフレッシュ

少
子
化
・
晩
婚
化
を
笑
い
の
舞
台
に

　
市
内
を
拠
点
に
活
動
す
る
た
か
の
す
劇
団（
三
澤

守
一
代
表
）の
第
17
回
定
期
公
演「
み
あ
っ
て
、見
合
っ

て
」が
10
月
11
日
、北
秋
田
市
文
化
会
館
で
開
か
れ
、

約
３
０
０
人
の
観
衆
が
非
婚
化
な
ど
地
方
の
社
会
問

題
を
笑
い
で
描
い
た
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
ま
し
た
。�

　
今
回
は
、少
子
化
や
晩
婚
化
な
ど
現
代
特
有
の
社

会
問
題
が
テ
ー
マ
。結
婚
し
よ
う
と
し
な
い
息
子
・
娘

の
見
合
い
を「
カ
ル
ガ
モ
親
交
会
」な
る
団
体
を
通
じ

な
ん
と
か
成
功
さ
せ
よ
う
と
す
る
両
親
の
姿
な
ど
を
、

家
族
愛
と
ユ
ー
モ
ア
を
た
っ
ぷ
り
交
え
な
が
ら
描
き

ま
す
。�

　
セ
リ
フ
は
す
べ
て「
北
秋
田
弁
」で
、そ
の
掛
け
合

い
が
真
剣
な
ほ
ど
お
も
し
ろ
お
か
し
く
、客
席
で
は

随
所
で
笑
い
声
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。�

〜
た
か
の
す
劇
団
第
17
回
定
期
公
演▲地元劇団ならではの掛け合いで、観客

を楽しませた「たかのす劇団定期公演」
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全
国
植
樹
祭
の
開
催
を
後
世
に

　
第
59
回
全
国
植
樹
祭
開
催
記
念
北
秋
田
市
植
樹
祭

が
10
月
10
日
、米
代
児
童
公
園
で
開
か
れ
、関
係
者
と

市
内
の
園
児
が
一
緒
に
ウ
メ
モ
ド
キ
な
ど
６
本
の
苗

木
を
植
樹
し
ま
し
た
。�

　
岸
部
市
長
が
、「
木
は
空
気
を
き
れ
い
に
し
、水
を

蓄
え
て
く
れ
る
。植
え
た
木
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な

る
よ
う
に
、皆
さ
ん
も
元
気
に
大
き
く
育
っ
て
」と
園

児
ら
に
語
り
か
け
る
よ
う
に
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。�

　
記
念
植
樹
で
は
、岸
部
市
長
ら
関
係
者
が
ナ
ナ
カ
マ

ド
と
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
の
苗
木
１
本
づ
つ
を
、保
育
園
児
が

記
念
標
柱
の
脇
に
ウ
メ
モ
ド
キ
の
苗
木
２
本
づ
つ
を

公
園
入
口
付
近
に
植
樹
。園
児
ら
は
、用
意
さ
れ
た
移

植
ベ
ラ
を
使
い
、苗
木
に「
大
き
く
育
っ
て
ね
」と
話
し

か
け
な
が
ら
て
い
ね
い
に
土
を
か
け
て
植
え
ま
し
た
。�

〜
北
秋
田
市
植
樹
祭 

園
児
ら
が
記
念
植
樹

〜
第
４
回
北
秋
田
市
作
陶
展

　
北
秋
田
市
陶
芸
協
会
主
催
の
第
４
回
作
陶
展
が
10

月
18
・
19
日
の
２
日
間
、阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、陶
芸
愛
好
者
や
多
く
の
市
民
が
訪
れ

ま
し
た
。�

　
作
陶
展
は
、作
陶
技
術
の
向
上
と
会
員
の
親
睦
交

流
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、今
年
は
、た
か
の
す

陶
芸
教
室
、陶
芸
ひ
ま
わ
り
の
会
、森
吉
陶
芸
同
好
会
、

阿
仁
陶
芸
同
好
会
の
会
員
39
人
に
よ
る
力
作
２
３
０

点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。 

　�

　
展
示
作
品
は
花
器
や
茶
碗
、皿
や
人
形
な
ど
で
、ど

の
作
品
も
工
夫
を
凝
ら
し
丹
念
に
作
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
、訪
れ
た
人
た
ち
は
一
点
ず
つ
足
を
止
め「
土
・

釉
・
焼
き
」が
作
り
上
げ
た
焼
き
も
の
魅
力
を
じ
っ
く

り
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。�

土
の
造
形
美
を
鑑
賞

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

〜
内
陸
沿
線
紅
葉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
内
陸
沿
線
紅
葉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄

道
利
活
用
促
進
協
議
会
主
催
）が
、10
月
19
日
、阿
仁
地

区
で
行
わ
れ
、約
１
４
０
人
が
参
加
し
、沿
線
の
紅
葉

を
楽
し
み
な
が
ら
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
は
、秋
晴
れ
で
絶
好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和

と
な
り
、参
加
者
ら
は
紅
葉
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た「
あ

に
マ
タ
ギ
ロ
ー
ド
」を
自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
て
、そ

れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
、心
身

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、コ
ー
ス
は
内
陸
線
の
線
路
と
並
行
し
て
い
る

区
間
も
多
く
あ
り
、時
折
通
過
す
る
電
車
を
見
な
が
ら
、

雄
大
な
自
然
の
中
を
走
る
内
陸
線
の
必
要
性
を
再
認

識
し
、今
後
も
利
活
用
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。�

▲紅葉の阿仁路を歩いて心身をリフレッシュ
した「内陸線沿線紅葉ウォーキング」

▲陶芸愛好者や多くの市民らが訪れた、第
４回北秋田市作陶展

▲「大きく育ってね」話しかけながらウメ
モドキを植える園児ら

�
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学びの広場�
●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

北秋田市
教育委員会

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

MANABI　NO　HIROBA

秋晴れの下でレッツダンス！�
第59回全国植樹祭記念 北欧の杜野外パーティー�

�

　北欧の杜野外ダ

ンスパーティーが、

10月4日、北欧の杜

公園で行われました。�

　このダンスパー

ティーは、北秋田市シ

ルバー健康社交ダンス会（愛

称）、すずらんの会（福原守雄会長）

が主催し、愛好者のコミュニケーションと健康増進を図り、

「いつでも、どこでも、誰でも、気軽に」をテーマに、人と人

との輪を広めようと開催しました。　　�

　全国植樹祭で天皇皇后両陛下がご臨席されたお野立所

近くの芝生広場で行われ、参加者46人余りが、秋晴れの下、

広大な芝地の感触と、遠い山並みを眺めながら心地よい

汗を流しダンスを楽しみました。�

　初めての試みでしたが、これからも、北欧の杜公園で続

けて行く意気込みでいっぱいです。�

興味のある方は下記まで。�

◆問合せ　すずらんの会（福原）　a62－4908

　9月19日に応募があった団体の花壇６ヵ所と家庭の

部の花壇２ヵ所の現地審査を行いました。秋田県花い

っぱい運動の会の審査委員２名が花だんの設計、管理、

推進方法等を総合的に審査を実施しました。�

　なお、表彰式は10月30日に遊学舎（秋田市）で行なわ

れました。�

　各受賞者は次のとおりです。おめでとうございます。�

《特別優秀賞》�

◆農林中央金庫賞　　　　　　　　　　南鷹巣町内会�

◆秋田県造園協会賞　　　　　　　高村岱老人クラブ�

◆あすの秋田を創る協会賞　　　北秋田市立大阿仁小学校�

◆優秀賞　　　　　　　　　北秋田市立鷹巣南中学校�

◆優良賞　　　　秋田県立比内養護学校たかのす分校�

◆奨励賞　　　　　　　　　　　　　　糠沢子ども会�

◆小畑好子賞　　川名由紀子さん（鷹巣中央小学校校務員）�

≪家庭の部≫�

◆優良賞　　　　　　　　　　春日幸子さん（米内沢）�

　　　　　　　　　　　　　　　　松尾フミさん（栄）�

日
　
時
　
11
月
11
日（
火
）�

      
　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時�

場
　
所
　
前
田
公
民
館
　
調
理
室�

講
　
師
　
高
橋
ス
ワ
さ
ん�

内
　
容
　
エ
ビ
と
ひ
じ
き
の
炊
き
込
み
お
こ
わ
他�

材
料
代
　
１
０
０
０
円�

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
筆
記
用
具
等�

定
　
員
　
20
人（
先
着
順
）�

申
込
期
限
　
11
月
7
日（
金
）ま
で�

◎
問
合
せ
・
申
込
先

　
　
　
　
前
田
公
民
館
　
a

75-

２
１
０
０�

期
　
間
　
11
月
15
日（
土
）〜
16
日（
日
）�

時
　
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時�

　
　
　
　
　
　
　（
16
日
は
午
後
４
時
ま
で
）�

場
　
所
　
阿
仁
公
民
館�

内
　
容
　
◎
15
日
　
◇
作
品
展
示�

◇
午
後
１
時
30
分
〜
前
日
祭
イ
ベ
ン
ト
講
演「
右
往
左

往
秋
田
弁
笑
い
講
座
〜
ふ
る
さ
と
発
、こ
ん
な
素
敵
な

宝
物
」 

講
師
・
あ
ゆ
か
わ
の
ぼ
る
氏
　
入
場
無
料�

◎
16
日
　
◇
作
品
展
示
　
◇
ス
テ
ー
ジ
発
表�

　
　
　
　
◇
食
堂
・
バ
ザ
ー�

◎
問
合
せ
　
阿
仁
公
民
館
　
a

82-

２
２
２
０�

阿
仁
地
区
文
化
交
流
の
集
い
開
催�

阿
仁
地
区
の
芸
術
文
化
を
一
堂
に�

「
秋
の
料
理
教
室
」開
催
ー
受
講
生
募
集�

お
い
し
い
炊
き
込
み
お
こ
わ
の
作
り
方�

全県花だんコンクール受賞結果�
北秋田市花いっぱい運動推進協議会事業

平成20年度

※なお、鷹巣中央小学校においては平成20年度～21年度
までの２年間、県のモデル花だんに指定されております。

緑
い
っ
ぱ
い
の
公
園
で
軽
快
な
ス
テ
ッ
プ

▼
�

　広報きたあきた　20．11．１　�13

MANABI NO HIROBA

　
平
安
時
代
の
中
頃
の
建
物
跡
で
、地
方
豪
族

の
家
屋
跡
、中
央
の
出
先
機
関（
官
衙
）、寺
院
跡

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
り
ま
す
が
は
っ
き
り

わ
か
ら
ず
、今
後
の
研
究
が
楽
し
み
で
す
。�

　
こ
の
遺
跡
は
、昭
和
36
年
鷹
巣
中
学
校
の
野

球
場
の
整
地
作
業
中
に
赤
褐
色
を
し
た
土
師
器
、

灰
白
色
の
須
恵
器
が
出
土
し
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
、穴
の
あ
い
た
円
柱
数
本
や
巨
大
な

土
台
、横
板
な
ど
が
完
全
な
形
で
出
土
し
ま
し

た（
４
棟
の
古
代
家
屋
）。他
に
出
土
し
た
も
の

と
し
て
、大
き
な
円
の
形
を
し
た
柵
列
や
墨
で

書
か
れ
た
土
器
や
木
札（
木
簡
）、机
な
ど
で
し

た
。こ
の
遺
跡
は
西
暦
９
１
５
年
と
推
定
さ
れ

る
十
和
田
火
山
の
噴
火
で
発
生
し
た
土
石
流
に

よ
っ
て
埋
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
平
成
17
年
に
奈
良
文
化
財
研
究
所
に
よ
り
木

簡
が
解
読
さ
れ
、新
た
な
発
見
が
な
さ
れ
ま
し

た
。19
年
度
同
研
究
所
が
調
査
し
た
結
果
が
、「
胡

桃
館
遺
跡
埋
没
建
物
部
材
調
査
報
告
書
」と
し

て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
今
年
度
と

来
年
度
は
、遺
跡
の
範
囲
を
確
認
す
る
た
め
周

辺
一
帯
を
レ
ー
ダ
ー
探
査
を
行
い
ま
す
が
、新

た
な
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　「
鷹
巣
地
方
史
研
究
」61
号
、62
号
で
は
、木
簡

及
び
出
土
部
材
の
研
究
を
研
究
者
に
よ
り
執
筆
、

掲
載
し
て
い
ま
す
。�

　
出
土
し
た
も
の
は
鷹
中
近
く
の「
収
蔵
庫
」に

保
管
さ
れ
、建
物
の
復
元
模
型
や
発
掘
当
時
の

貴
重
な
写
真
な
ど
が
北
秋
田
市
文
化
会
館
内
に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。６
月
行
わ
れ
た
全
国
植

樹
祭
で
土
居
を
展
示
、参
加
者
に
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。�

　
今
年
７
月
末
県
文
化
財
保
護
審
議
会
は
、県

教
育
長
に
同
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
墨
書
の
あ
る

木
簡
と
土
器
そ
れ
ぞ
れ
二
点
を
、県
指
定
有
形

文
化
財
に
追
加
指
定
す
る
よ
う
答
申
し
ま
し
た
。

（
遺
跡
名
称
は「
胡
桃
館
遺
跡
出
土
品
」と
変
更

予
定
）�

▽
昭
和
55
年
12
月
県
指
定
文
化
財�

▽
資
料
／「
鷹
巣
の
文
化
財
」（
鷹
巣
町
教
育
委

員
会
）／「
北
鹿
は
宝
箱
」／「
報
告
書
」他�

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
内
捷
二�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

10
�

  

県
指
定
有
形
�
考
古
��

「
胡
桃
館
遺
跡
建
築
遺
材
及
び
出
土
遺
物
」�

　
　
　
　
綴
子
字
胡
桃
館
１�

　
　
　
　
坊
沢
字
上
野
３�

管
理
者
　
北
秋
田
市
教
育
委
員
会�

▲胡桃館遺跡収蔵庫の内部
　多数の出土遺物を保管

所
在
地�

「
漬
け
物
コ
ン
ク
ー
ル
」作
品
募
集
！�

第
３
回 

我
が
家
の
味
自
慢
大
会�

〜
伝
え
よ
う
！ 

お
ら
家
の
味
を
子
や
孫
へ
〜�

が

っ

こ

�

え�

◆
開

催

日
　
12
月
13
日（
土
）　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分�

◆
会
　
　
場
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー�

◆
主
　
　
旨
　
地
域
の「
伝
統
食
文
化
」で
あ
る『
漬
け
物
』を
見
直
し
、子
や
孫 

　
　
　
　
　
　
へ
伝
え
る
。�

◆
主
　
　
催
　
北
秋
地
区
生
涯
学
習
奨
励
員
協
議
会�

◆
出

品

者
　
北
秋
田
市
民
・
上
小
阿
仁
村
民�

　
　
　
　
　
　
※
一
人
何
点
で
も
出
品
で
き
ま
す�

◆
入
　
　
賞
　
①
小
学
生
審
査
部
門
　
最
優
秀
賞
１
名
　
優
秀
賞
１
名�

　
　
　
　
　
　
②
一
般
審
査
部
門
　
　
最
優
秀
賞
１
名
　
優
秀
賞
１
名�

　
　
　
　
　
　
③
大
根
を
使
っ
た
漬
け
物
部
門�

　
　
　
　
　
　
　
最
優
秀
賞
１
名
　
優
秀
賞
１
名
　
ア
イ
デ
ア
賞
１
名�

　
　
　
　
　
　
※
応
募
者
全
員
に「
参
加
賞
」あ
り
ま
す
。�

◆
応
募
用
紙
　
各
公
民
館
と
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
。�

◆
応
募
期
限
　
12
月
１
日（
月
）ま
で
、応
募
用
紙
を
各
公
民
館
か
生
涯
学
習
課
へ�

◆
出
品
方
法
　
当
日
、漬
け
物
の
盛
り
付
け
は
出
品
者
に
お
願
い
し
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
試
食
用
の
漬
け
物
も
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。�

◆
そ

の

他
　
材
料
は
問
い
ま
せ
ん
が
、「
大
根
」部
門
も
設
け
ま
す
。�

◆
審

査

員
　
北
秋
田
市
・
上
小
阿
仁
村
の�

　
　
　
　
　
　
小
学
生
、婦
人
会
、老
人
ク�

　
　
　
　
　
　
ラ
ブ
、商
工
会
、行
政
機
関
、�

　
　
　
　
　
　
教
育
委
員
会�

◆
問

合

せ
　
北
秋
地
区
生
涯
学
習�

　
　
　
　
　
　
奨
励
員
協
議
会
事
務
局�

　
　
　
　
　
　（
生
涯
学
習
課
）　�

　
　
　
　
　
　
a

62
―
６
６
１
８�

▲子どもたちも味を確かめ試食

す

え

き

�

は

じ

き

�
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65
歳
以
上
で
要
支
援
・
要
介
護
認
定
の
な
い
人
へ

　
市
で
は
、65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、で
き
る
限
り

介
護
を
必
要
と
せ
ず
、元
気
で
生
き
生
き
と
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
、様
々
な
介
護
予
防
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
元
気
な
う
ち
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

の
は
、生
活
習
慣
病
な
ど
の
病
気
の
予
防
も
介
護
予

防
も
同
じ
で
す
。

　
さ
あ
、一
人
ひ
と
り
の
目
的
や
状
態
に
合
わ
せ
た

介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

介
護
予
防
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
介
護
予
防
事
業�

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は「
け
ん
こ
う
北
秋
田
21
計
画
」

の
中
で
、65
歳
以
上
の
方
の
健
康
づ
く
り
目
標
と
し
て
、

積
極
的
に
地
域
・
社
会
と
の
交
流
を
図
り
、心
身
の
健

康
づ
く
り
に
努
め
、疾
病
予
防
と
介
護
予
防
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、様
々
な
介
護
予
防
事
業
・
保

健
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　各地区保健センターで毎月１
回、ストレッチ体操、筋肉貯筋体
操、お口の体操、ココから体操等
身体の運動を行っています。�

のびのび運動教室�

　特定健診・一般健診と併せて65歳
以上の方に介護予防健診を実施し、
特定高齢者対策を行っています。

　毎週金曜日の午前に市民プー
ルの指導員による水中運動を行
い筋力の向上を図っています。�

水中運動教室�

　各地区保健センターで毎月
１回、血圧測定や尿検査など
を行っています。�

健康相談�

　森吉保健センタ－を会場に毎
月１回、調理実習、お口の体操、
筋肉貯筋体操などの身体運動も
併せて行っています。�

はつらつ栄養教室�

　毎週２回機器使用の筋力向
上運動を合川保健センター、
市民プールトレーニングルー
ムで行っています。�

パワーリハビリ教室�

　すこやか健康講座、ウォーキ
ング等の健康教室、閉じこもり
予防、認知症予防、うつ予防、生
活習慣病予防など主に医師等の
講師を招いて行っています。�

心の健康講座�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は�

自
立
生
活
を
支
援
し
ま
す�

　
げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド
で
は
、高
齢
者
が
要
介
護
状
態
と
な
る

こ
と
を
で
き
る
限
り
予
防
す�

る
た
め
、
毎
月
介
護
予
防
講�

座
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。�

　
内
容
は
、「
気
軽
に
で
き
る�

運
動
」、「
介
護
保
険
勉
強
会
」、�

「
折
り
紙
講
座
」、「
お
し
ゃ
れ�

講
座
」、「
絵
手
紙
講
座
」な
ど�

で
す
。�

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、高
齢
者

の
皆
様
の
心
と
身
体
の
状
態
と
日
常
生
活
の

維
持
・
改
善
・
向
上
を
目
的
に
、本
人
の
望
む

生
活
に
向
け
て
、保
健
師
が
中
心
と
な
り
、「
地

域
で
自
立
し
た
生
活
」を
目
指
す
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

■
加
齢
と
共
に
生
活
に
支
障
を
来
た
し
て
い
る�

　
様
々
な
問
題
は
次
の
よ
う
な
事
が
あ
り
ま
す

①
緊
急
性
に
関
る
事（
転
倒
の
不
安
・
低
栄
養
・

　
閉
じ
こ
も
り
）�

②
生
活
全
般
に
関
る
事（
入
浴
・
整
容
・
食
事
・

　
排
泄
・
掃
除
・
意
思
決
定
）�

③
社
会
性
に
関
る
事（
電
話
を
含
む
会
話
・
屋

　
外
の
移
動
・
家
族
や
近
隣
の
方
達
と
の
人

　
間
関
係
）�

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
為
の
介
護
予

防
へ
の
取
組
と
し
て
、本
人
が
取
り
組
む
事
、

家
族
や
地
域
の
支
援
、地
域
の
資
源
の
活
用
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
保
険
外
の
公
的
サ
ー

ビ
ス
の
順
に
支
援
を
行
い
ま
す
。�

　
介
護
予
防
に
取
り
組
む
出
発
点
は
常
に
、「
本

人
の
気
づ
き（
自
覚
）」と「
意
欲
」が
基
本
に

な
り
ま
す
。�

◎
お
問
い
合
わ
せ�

・
介
護
予
防
に
つ
い
て�

　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
a

62-

６
６
６
６�

　
げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド
　
a

60-

１
３
３
５�

　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
a

69-

７
０
６
１�

・
介
護
保
険
に
つ
い
て�

　
高
齢
者
支
援
課
　
　
a

62-

１
１
１
２�

げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド
で
行
っ
て
い
る
介
護
予
防
事
業�「絵手紙講座」
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■公民館�
北秋田市中央公民館　　a62－1130�
【ロビー展】鷹画会�
▼11/１（土）「トライあんぐる」＝
9:00～12:00�
▼11/５（水）公開講座「認知症学事始」
＝13:30～15:00�
▼11/８（土）「史談会」文化祭協賛行
事＝13:30～15:30�
▼11/15（土）「ダンスの夕べ」文化祭
協賛行事＝18:00～21:00�
合川公民館　　　　　　a78－2114�
【ロビー展】織り姫クラブ（10日～）�
▼11/２（日）梅の木運動会＝10:00～
15:00�
森吉公民館　　　　　　a72－3259�
【サロン展】公民館講座写真展�
▼11/19（水）バルーンアート教室＝
10:00～12:00�
阿仁公民館　　　　　　a82－2220�
【ロビー展】押絵柱掛け�
▼11/12（水）北秋田市老人クラブ連
合会リーダー研修会＝10:00～15:00�
▼11/15（土）阿仁文化交流の集い前
日祭＝13:00～17:00�
▼11/16（日）阿仁文化交流の集い＝
10:00～15:30�

■文化会館�
▼11/１（土）第３回「浜辺の歌音楽祭」
＝10：00～入場無料�
▼11/７（金）高鷹大学学園祭＝９:30
～入場無料�
▼11/８（土）～９（日）北秋田市文化
祭＝10:00～入場無料�
▼11/16（日）婦人芸能祭＝①９:00～
②13：00～　1000円（前売り700円）�

■スポーツ�
▼11/１（土）～４日（火）県北高校新
人バドミントン競技＝鷹巣体育館�
▼11/１（土）大北ミニバスケットボー
ル大会（決勝リーグ）＝合川体育館�
▼11/11（火）～13日（木）森吉地区夫
婦バレーボール大会＝森吉スポーツ
センター�
▼11/15（土）森吉クマゲラスポーツ
クラブ８人制バレーボール大会＝森
吉スポーツセンター�
▼11/15（土）県北地区・弘前市ラージ
ボール交流大会＝鷹巣体育館�
▼11/16（日）合川地区ドッジボール

大会＝合川体育館�

��

■
母
子
健
康
手
帳
交
付�

期
日
・
場
所

　
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　�

　
　
11
月
４
日（
火
）、17
日（
月
）、25
日（
火
）�

　
▼
森
吉
支
所
　
11
月
10
日（
月
）�

　
▼
阿
仁
支
所
　
11
月
21
日（
金
）�

　
▼
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
11
月
28
日（
金
）�

時
間
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分�

※
記
入
用
紙
が
あ
り
、手
続
き
終
了
ま

で
約
50
分
か
か
り
ま
す
。余
裕
を
も
っ

て
お
い
で
く
だ
さ
い
　�

■
健
康
相
談�

期
日
・
場
所

　
▼
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
11
月
６
日（
木
）�

　
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
11
月
12
日（
水
）�

　
▼
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー
　
11
月
13
日（
木
）�

　
▼
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー
　
11
月
27
日（
木
）�

時
間
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分�

内
容
　
健
康
相
談
、血
圧
測
定
等�

持
ち
物
　
健
康
手
帳（
な
い
方
は
相
談

時
に
お
渡
し
し
ま
す
）�

■
精
神
保
健
相
談
・
老
人
精
神
保
健
相
談

・
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談（
要
予
約
）�

期
日
　
11
月
20
日（
木
）�

場
所
　
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部
２
階
相
談
室�

受
付
時
間
　
15
時
〜
16
時�

相
談
時
間
　
15
時
〜
17
時�

相
談
対
応
医
師
　
保
健
所
嘱
託
医�

申
込
み
　
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部�

　
　
　
　
　
　
　
　 

a

62-

１
１
６
５�

■
ポ
リ
オ
予
防
接
種�

期
日
　
11
月
14
日（
金
）�

場
所
　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー�

受
付
時
間
　
13
時
〜
13
時
30
分�

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票�

�

■
心
の
健
康
づ
く
り
講
座�

期
日
　
11
月
17
日（
月
）�

時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時�

場
所
　
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー�

▼
講
話
　「
北
秋
田
管
内
の
自
殺
の
現

　
状
と
課
題
」　�

　
講
師
　
田
口
正
彦
氏（
北
秋
田
警
察

　
署
生
活
安
全
係
長
）�

▼
講
話
と
実
技
　「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　
ン
で
つ
な
ぐ
地
域
の
輪
」　�

　
講
師
　
草
薙
孝
悦
氏（
秋
田
県
レ
ク

　
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
常
任
理
事
）　�

申
込
期
限
　
11
月
10
日（
月
）�

※
各
地
区
よ
り
バ
ス
が
出
ま
す
。申
込

み
は
、保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で�

���

料

健
　
康 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

62-

６
６
６
６�

問

　
介
護
福
祉
士
を
目
指
し
て
学
習
し

て
い
る
、
合
川
高
校
介
護
福
祉
科
生

徒
と
一
緒
に
、
高
齢
者
擬
似
体
験
な

ど
を
行
い
、
介
護
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。�

日
時
　
11
月
11
日（
火
）10
時
〜
14
時�

場
所
　
い
と
く
鷹
巣
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー（
た
か
の
す
モ
ー
ル
内
）�

対
象
　
一
般
市
民�

内
容
　
高
齢
者
擬
似
体
験
セ
ッ
ト
を

装
着
し
て
買
い
物
を
し
て
み
よ
う
／

車
椅
子
に
乗
っ
て
買
い
物
を
し
て
み

よ
う
／
ベ
ッ
ト
上
で
衣
服
の
着
脱
方

法
な
ど
の
体
験�

主
催
　
合
川
高
校�

後
援
　
北
秋
田
市�

高
齢
者
擬
似
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？�

11
月
11
日
は
「
介
護
の
日
」

ぎ
じ
た
い
け
ん

11
月
は
、�

で
す�

「
児
童
虐
待
防
止
強
化
月
間
」�



　広報きたあきた　20．11．１  16

INFORMATION お知らせ

お
知
ら
せ�

対
象
　
現
在
、福
祉
保
健
分
野
の
職
種

に
未
就
労
か
つ
、介
護
福
祉
士
資
格
取

得
者
ま
た
は
、介
護
員
養
成
研
修
２
級

修
了
以
上
の
方
で
、就
職
を
希
望
す
る

方�定
員
　
20
人（
先
着
順
）受
講
料
　
無
料�

応
募
締
切
　
11
月
９
日（
日
）�

　
申
込
み
　
秋
田
県
福
祉
保
健
人
材
・
研

修
セ
ン
タ
ー（
県
社
会
福
祉
協
議
会
内
）�

　
　
　
a

０
１
８-

８
６
４-

２
８
８
０�

■
無
料
法
律
相
談
を
行
な
い
ま
す�

期
日
　
11
月
12
日（
水
）�

時
間
　
13
時
〜
15
時（
１
人
30
分
）�

場
所
　
北
秋
田
保
健
所
２
階�

定
員
　
４
人（
要
申
込
み
）�

対
象
　
法
的
な
解
決
を
必
要
と
す
る
方�

そ
の
他
　
託
児
あ
り（
要
申
込
み
）�

　
申
込
み
　
県
中
央
男
女
参
画
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
a

０
１
８-

８
３
６-

７
８
４
６�

時
間
　
▼
１
回
目
　
10
時
〜�

　
　
　
▼
２
回
目
　
14
時
〜�

持
ち
物
　
年
末
調
整
関
係
書
類�

※
個
人
の
青
色
申
告
者
へ
の
説
明
会
は
、

別
途
開
催
し
ま
す�

　
　
大
館
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門�

　
　
　  

a

０
１
８
６-

42-

０
６
７
１�

■「
元
気
な
大
館
・
北
秋
田
地
域
づ
く

り
活
動
」顕
彰
事
業
の
応
募
者
募
集�

　
地
域
の
様
々
な
問
題
の
解
決
や
、よ

り
良
い
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、積

極
的
に
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
団
体
・

個
人
を
広
く
募
集
し
ま
す
。�

◇
募
集
条
件
を
満
た
す
方
に
は
、次
の

認
定
証
を
交
付
し
ま
す�

　
▼「
大
館
・
北
秋
田
地
域
活
動
マ
ス
　

　
タ
ー
」〜
活
動
内
容
の
特
に
優
れ
た
方�

　
▼「
大
館
・
北
秋
田
地
域
活
動
チ
ャ
レ

　
ン
ジ
ャ
ー
」〜
活
動
内
容
の
優
れ
た
方�

応
募
締
切
　
11
月
28
日（
金
）ま
で�

　
申
込
み
　
北
秋
田
地
域
振
興
局
地
域

企
画
課
　
a

62-

１
２
５
１�

■
潜
在
マ
ン
パ
ワ
ー
講
習
会�

　
介
護
現
場
の
人
材
不
足
が
深
刻
と
さ

れ
る
な
か
、潜
在
化
し
て
い
る
介
護
福

祉
士
資
格
取
得
者
な
ど
を
対
象
に
、福

祉
の
動
向
や
最
新
の
介
護
技
術
・
知
識

を
習
得
し
、就
職
活
動
を
支
援
し
ま
す
。�

日
程
　
11
月
12
日（
水
）〜
14
日（
金
）の
３
日
間�

時
間
　
10
時
10
分
〜
15
時（
２
、３
日
目

は
10
時
30
分
〜
16
時
ま
で
）�

場
所
　
秋
田
県
北
部
老
人
福
祉
エ
リ
ア（
大
館
市
）�

■
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇�

　
　
　
　
　
　
〜「
金
太
と
虹
色
の
魚
」�

期
日
　
11
月
16
日（
日
）�

時
間
　
13
時
30
分
〜
約
１
時
間（
開
場

12
時
30
分
）�

場
所
　
市
中
央
公
民
館�

対
象
　
幼
児
か
ら
小
学
生�

内
容
　
劇
団
わ
ら
び
座
に
よ
る
、環
境

を
題
材
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
　
　�

参
加
料
　
無
料�

※
申
込
み
不
要
、直
接
お
越
し
く
だ
さ
い�

　
　
県
環
境
あ
き
た
創
造
課�

　
　
　 

a

０
１
８-

８
６
０-

１
５
７
３�

■
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会�

日
時
　
11
月
12
日（
水
）14
時
〜�

場
所
　
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

対
象
　
一
般
市
民�

演
題
　「
ス
ト
レ
ス
と
身
体
の
症
状
に
つ
い
て
」�

講
師
　
井
村
徹
氏（
医
療
法
人
社
団
博

愛
会
・
鷹
巣
病
院
医
師
）�

参
加
料
　
無
料�

※
申
込
み
不
要
、直
接
お
越
し
く
だ
さ
い�

　
　
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
北
秋
田
支
部�

　
　
　
　
　
　
　
　 

a

78-
３
１
８
２�

■「
年
末
調
整
関
係
」説
明
会�

　
大
館
税
務
署
で
は
、官
公
庁
・
法
人
及

び
個
人（
白
色
申
告
）の
源
泉
徴
収
義
務

者
を
対
象
に
、年
末
調
整
関
係
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。�

期
日
　
11
月
20
日（
木
）�

場
所
　
大
館
市
民
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル�

■「
北
秋
田
市
な
が
な
わ
と
び
大
会
」�

　
　 

〜
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す�

日
時
　
11
月
21
日（
金
）19
時
〜�

場
所
　
合
川
体
育
館�

チ
ー
ム
　
１
チ
ー
ム
14
人（
う
ち
補
欠

２
人
／
男
女
年
齢
問
い
ま
せ
ん
）�

競
技
内
容
　
３
回
挑
戦
し
、う
ち
回
数

の
多
い
２
回
の
合
計
回
数
で
競
い
ま
す�

表
彰
　
１
〜
３
位
を
表
彰
、ほ
か
参
加

賞
あ
り�

申
込
期
限
　
11
月
12
日（
水
）�

そ
の
他
　
申
込
書
お
よ
び
開
催
要
項
は
、

合
川
体
育
館
に
あ
り
ま
す�

　
申
込
み 

合
川
体
育
館�

　
a

78-

２
１
７
８
　
　
78-

２
１
７
３�

■
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」�

　
　
〜
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
で
作
る
年
賀
状�

期
日
　
11
月
18
日（
火
）、21
日（
金
）、�

　
　
　
　
　
25
日（
火
）、28
日（
金
）�

時
間
　
18
時
30
分
〜
20
時
30
分�

場
所
　
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル�

内
容
　
宛
名
、デ
ジ
カ
メ
か
ら
の
写
真
の

取
入
れ
な
ど

対
象
　
初
心
者（
文
字
入
力
が
で
き
る
方
）�

定
員
　
10
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）�

受
講
料
　
１
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
期
限
　
11
月
10
日（
月
）　�

　
申
込
み
　
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル�

　
　
　
　
　
　
　
　 

a

78-

９
２
９
０�

問

問

問

問 問

問

問問

　６月から取り組んでいただきました

「青い羽根募金」は、190の自治会・町内会

のご協力のもと、86万3926円の善意をい

ただき、ありがとうございました。�

　早速、本募金は水難救済事業へ役立た

せていただきます。�

　　　　秋田県水難救済会会長　佐藤　一誠�

　　　　北秋田市長　　　岸部　　陞�

「青い羽根募金」のお礼
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内
容
　
健
康
管
理
士
に
よ
る「
デ
ト
ッ

ク
ス（
毒
出
し
）健
康
法
」や「
生
活
習
慣

病
予
防
対
策
」の
講
演
、健
康
体
操�

参
加
料
　
無
料
　
定
員
　
30
人�

　
　
秋
田
県
健
康
管
理
士
会
事
務
局�

　
　
a

０
８
０-

３
１
４
０-

９
８
８
３�

■
法
的
な
困
り
ご
と
は「
法
テ
ラ
ス
」�

　
サ
ラ
金
か
ら
の
借
り
入
れ
や
悪
質
商

法
、離
婚
、相
続
な
ど
の
様
々
な
法
的
ト

ラ
ブ
ル
を
か
か
え
た
方
は
、「
法
テ
ラ
ス
」

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。専
門
の
職
員
が
、

解
決
の
き
っ
か
け
と
な
る
情
報
や
サ
ー

ビ
ス
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。�

　
収
入
・
資
産
の
少
な
い
方
に
は
、弁
護

士
の
無
料
法
律
相
談
の
紹
介
、訴
訟
等

に
要
す
る
費
用
を
立
替
え
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。�

◎
お
問
い
合
せ�

▼
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
秋
田
地
方
事
務
所�

　（
平
日
９
時
〜
17
時
）�

　
　
a

０
５
０-

３
３
８
３-

５
５
５
０�

▼
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー�

　（
平
日
９
時
〜
21
時
、土
曜
日
は
９
時
〜
17
時
）�

　
　
　 

a

０
５
７
０-

０
７
８
３
７
４�

※「
法
テ
ラ
ス
」は
、国
が
設
置
し
た
日

本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
で
す�

■
地
域
再
生
フ
ォ
ー
ラ
ム�

　
〜
元
気
な
ふ
る
さ
と
秋
田
づ
く
り
活
動
支
援
事
業�

　
農
山
村
を
取
り
巻
く
厳
し
い
現
実
の

中
で
、住
民
の
自
発
的
活
動
を
い
か
に

誘
発
す
る
か
を
、と
も
に
考
え
、行
動
の

き
っ
か
け
を
創
り
ま
し
ょ
う
。�

日
時
　
11
月
９
日（
日
）13
時
〜
16
時�

場
所
　
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー�

演
題
　「
農
山
村
再
生
の
課
題
」�

講
師
　
岡
崎
昌
之
氏（
法
政
大
学
教
授
）�

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
▽
藤
田
了
次
氏（
北
秋
田
振
興
局
長
）�

　
▽
菊
地
新
一
氏（
東
北
ま
ち
づ
く
り

　
実
践
塾
塾
長
）�

　
▽
山
田
博
康
氏（
阿
仁
の
暮
ら
し
を

　
守
り
伝
え
る
山
人
の
会
代
表
）�

※
申
込
み
不
要
、直
接
お
越
し
く
だ
さ
い�

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

作
品
展
・
講
演
会�

日
時
　
11
月
３
日（
月
）10
時
〜
15
時�

場
所
　
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

内
容
　「
上
手
に
取
り
組
も
う
プ
ラ
容

器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
」の
講
演
、絵
画
や

盆
栽
、写
真
、木
工
品
な
ど
の
作
品
展�

そ
の
他
　
農
産
物
等
の
販
売
も
あ
り
ま
す�

　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
　 

a

62-

５
１
５
１�

■
健
康
セ
ミ
ナ
ー
in
北
秋
田�

日
時
　
11
月
３
日（
月
）14
時
〜
16
時�

場
所
　
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

対
象
　
一
般
市
民�

問

　老齢基礎年金に上乗せして受けられる国民年金

基金。自営業のみなさんが、ゆとりをもって老後

を安心して過ごしていただけるようにとの趣旨で

設けられた公的な年金制度です。�

　公的な年金制度ならではの税制上の特典も多

く、是非ご検討してみてはいかがでしょうか。�

　クリスマス直前に、“夜景”と“素敵な出会い”の

BIGチャンス☆☆　あきた北空港で、「恋の空騒ぎ～

クリスマス･カウントダウン～」をしてみませんか？

　昨年もカップル多数誕生！さぁ、あなたも恋の

夜空へTake off！

会費　男性：4000円 女性：1000円 ※アルコールあり（立食）�

参加資格　20歳以上50歳未満の独身男女（県内在住）�

定員　男女各20人（先着順）�

申込締切　12月５日（金）

申込み・お問い合せ�

福祉課内、北秋田市コウノトリ委員会（愛称ハート

フル倶楽部）　a62-1113　　62-4296

有利でお得な「国民年金基金」に�

　秋田県国民年金基金　　0120-65-4192

▽自営業等の方もサラリーマンなみの老後保障�

▽ご希望にお答えできる年金設計�

▽払込の掛金は一定で、全額「社会保険料控除」�

▽受け取る年金は、「公的年金等控除」が適用�

①国民年金の第１号被保険者で保険料を納めている方�

②秋田県内に住民票がある方�

③20歳以上60歳未満の方�

※３つの条件を満たした方が加入できます�

国民年金基金に加入できる方は

フリー
ローゴ ヨイクニ

恋の空騒ぎ　２００８�

お待たせしました！今年もやります“好評の空港・第２弾”！！

北秋田市ハートフル倶楽部
「出会いイベント」

日時 １２月１３日（土）18時30分～21時�

出会い場所　大館能代空港ターミナルビル２Ｆ�
「れすとらん ポートワン」�

こんなに有利で特典がある国民年金基金

加入しませんか？�

問

問

お
な
や
み
な
し

■
路
線
バ
ス
経
路
変
更

　
12
月
１
日
か
ら
、鷹
巣
駅
発
着
の
一
部

路
線
バ
ス
が
、栄
地
区
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。�

　
詳
し
く
は
、次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
　
総
合
政
策
課
　
a-

62-

６
６
０
６�

問
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お
知
ら
せ�

��

■
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校�

　
　
　
　
生
徒（
予
定
）採
用
試
験�

　
３
年
間
は
、
防
衛
基
礎
学
等
の
教
育

を
受
け
な
が
ら
、
一
般
の
高
校
と
同
等

の
教
育
を
受
け
卒
業
資
格
を
取
得
で
き

ま
す
。�

資
格
　
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
、15

歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子�

試
験
日
　
平
成
21
年
１
月
10
日（
土
）�

試
験
会
場
　
北
秋
田
市
中
央
公
民
館�

試
験
科
目
　
国
語
、社
会
、数
学
、理
科
、

英
語
、作
文（
５
０
０
字
程
度
）�

受
付
　
11
月
１
日（
土
）〜
１
月
６
日（
火
）�

生
徒
手
当
　
９
万
４
９
０
０
円（
月
額
）�

　
　
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
部
大
館
出

張
所
　
a

０
１
８
６-

42-

１
３
９
８�

問

北秋田市職員採用試験�

◆ １次試験 ◆
期　　日　11月21日（金）
試験会場　北秋田市中央公民館１階研修室�
試験内容　口述試験、作文�
合格発表　12月上旬　※ただし、資格取得
見込みを要件として受験したが、所定の時
期までに資格を取得できなかったときには、
採用される資格を失います

◆ 受験案内書・申込用紙配布 ◆
配布・申込期間　11月４日（火）～11月17日（月）�
※土曜、日曜日を除く８時30分～17時まで、
郵送の場合は11月17日（月）付けの消印ま
で有効�
配布・受付場所　市役所総務課�
※申込み用紙を郵送で請求する場合は、封
筒の表に「職員採用試験申込用紙請求」と
朱書きし、宛先を明記して120円切手を
貼った返信用封筒（Ａ４サイズ)を必ず同封
してください�
�

〒018-3392　北秋田市花園町19-１　�
北秋田市役所総務課　a0186－62－1111

請求先・問合せ

保　健　師�
【受験資格】
　昭和54年４月２日以降に生まれた人であっ
て、保健師の資格を有する人、または同資格
を平成21年３月31日までに取得見込みの人�
【住所要件】
　採用後、北秋田市に居住できる人�

市立　　　図書館

上杉あいターミナル

開館時間９：００～１７：００　

ひまわりの家

鷹　巣
森　吉

鷹巣 a62－3311

開館時間９：００ ～１７：００

森吉 a72－3192

　　 a78－9290

　　 a78－4025

開館時間８：３０ ～１９：００

３、５、12、16、19、23、26、27、28、29、30日

１、２、３、８、９、15、16、22、23、24、29、30日

４、10、17、25日

1 1 月 の 休 館 日

●　●　●  特殊自動車の売却  ●　●　●

●　●　●  土地の売却  ●　●　●

市有財産売却のお知らせ�

◎お問い合わせ　市役所管財課　a62-6603

11月17日（月）全血�
市立合川高校
10:00～13:20

特別養護老人ホーム　永楽苑
14:30～16:30

【土地の表示】�
　北秋田市脇神字高村岱112番５　〈原野〉137㎡�
【入札参加受付】�
　期間　11月11日（火）から11月14日（金）�
　場所　市役所管財課�
【入札会】�
　日時　11月18日（火）　午前11時から�

　場所　市役所３階 第１会議室�

��

①�

②�

　 車 種�

ブルドーザー�

タイヤドーザ�

メーカー�

コマツ�

コマツ�

 型式�

Ｄ50Ａ�

01Ａカイ�

年式�

Ｓ47�

Ｓ54

　 最低売却価格�

350,000円（消費税抜）�

358,000円（消費税抜）�

【物品公開・入札参加受付】�
　期間　11月11日（火）から11月14日（金）まで�
　時間　午前９時から午後４時�
　場所　①の物件は、森吉支所企画総務課�
　　　　②の物件は、阿仁支所企画総務課�
【入札会】�
　日時　11月18日（火）　午前10時から�

　場所　市役所３階 第１会議室�

※走行不能（現車確認を要する）、車検なし�

【売却物件】
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INFORMATION お知らせ

お
誕
生
お
め
で
と
う

 
 
 
ご
ざ
い
ま
す

本
城
涼
希

藤
田
美
海

佐
藤
結
奈

三
上
美
樹

成
田
結
生

三
浦
馨
太

柴
田
愛
斗

田
口
　
椿

柴
田
貴
羅

藤

株

合

川

七
日
市
本
郷

掛

泥

合

川

上
杉
団
地

小

又

阿
仁
幸
屋
渡

阿
仁
比
立
内

長
男

長
女

長
女

長
女

長
女

長
男

長
男

二
女

二
男

真
規
備
 

平
 

誠
 

信
一
 

誉
之
 

知
一
 

浩
文
 

裕
一
 

准
也
 

麻
衣
子
 

美
鈴
 

美
幸
 

愛
美
 

美
紀
子
 

真
由
美
 

紀
子
 

恵
美
子
 

友
美
 

あ

つ

き

み

う

な

ゆ

な

み

き

ゆ

う

け

い

た

ま

な

と

つ
ば
き

き

ら

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん
�

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん
�

ち
ゃ
ん
�

ち
ゃ
ん

（（
�

（（（（
�

（（
�

（

）
�

）））））
�

））
�

）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん�

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん�

さ
ん

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

（
　
歳
）

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

長
谷
川
啓
司 

河
田
清
一 

畠
山
キ
ク
ヱ 

畠
山
ユ
キ 

花
田
シ
ゲ 

津
谷
峰
夫 

長
岐
　
稔 

野
呂
　
勉 

藤
島
政
藏 

成
田
富
男 

戸
嶋
ヒ
デ
子 

成
田
哲
男 

金
澤
サ
チ
子 

金
澤
光
三 

戸
澤
慶
一 

石
田
カ
ネ
ノ 

木
村
リ
ツ 

畠
山
キ
ヨ 

庄
司
善
一 

齋
藤
ナ
ヨ 

藤
嶋
タ
マ 

柳
山
長
年 

庄
司
ヤ
ヱ 

庄
司
ワ
カ
子 

佐
藤
ツ
ル
ヨ 

相
馬
高
志 

原
田
米
蔵 

田
口
タ
マ 

太

田

  

元

町

  

七
日
市
大
畑

黒

森

  

脇

神

  

緑
ケ
丘  

東
横
町  

緑
ケ
丘  

舟
見
町  

鷹
巣
大
町 

坊
沢
羽
立 

西
陣
場
岱 

元

町

  

元

町

  

街
道
町  

花
園
町  

李

岱

  

木
戸
石  

李

岱
  

新
田
目  

松
ケ
丘  

浦

田

  

新

町

  

上
御
嶽  

阿
仁
幸
屋
渡

阿
仁
銀
山 

阿
仁
水
無 

阿
仁
比
立
内

9975868990647557817386705857

け
い
い
ち   

ぜ
ん
い
ち  

な
が
と
し   

た

か

し

よ
ね
ぞ
う

け

い

じ

せ
い
い
ち   

み

ね

お

み
の
る

つ
と
む

ま
さ
ぞ
う

と

み

お 

て

つ

お 

こ
う
ぞ
う

の納期限

慶
弔
だ
よ
り

10
月
１
日
〜
15
日
届
出
分

税 和

田

博

史

小

嶋

昭

子

ひ

ろ

し

�

あ

き

こ
　
さ
ん

　
さ
ん

上

杉

�

南

鷹

巣

（
武

内

尊

英

野

内

志

穗

た

か

ひ

で

し

ほ
　
さ
ん

　
さ
ん

綴
子
上
町 

新

潟

市

（

5881848971939950727494877991

藤

本

英

和

森

川

と

も

み

ひ

で

か

ず
　
さ
ん

　
さ
ん

浦

田

�

小

又

（
九

島

忠

幸

神

成

　

艶

た

だ

ゆ

き

�

え
ん
　
さ
ん

　
さ
ん

鶴

田

合

川

（

12月１日まで�
国民健康保険税 第５期�
�

《訂　正》�
・10月16日号20ページ地上デジタル放送開始 �
　正＝④（ＡＢＳ秋田放送リモコン番号）�
　　《誤＝③》�
　正＝⑧（ＡＫＴ秋田テレビリモコン番号）�
　　《誤＝④》�
お詫びして訂正します。�

（診療時間 午後６：３０～９：００）
日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

曜
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

電話番号
63－0105
62－1101
62－1400
62－1155
62－1455
69－5300
63－0515
62－2261
63－2700
62－1146
60－1055
62－1210
69－7311
62－1455
62－1155

医 療 機 関 名
佐々木産婦人科医院
盛 岡 外 科 医 院
石川耳鼻咽喉科医院
近 藤 医 院
北 秋 中 央 病 院
毛利整形外科クリニック
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
津 谷 内 科
たむら内科クリニック
奈 良 医 院
うえだクリニック
鷹 巣 病 院
児玉内科クリニック
北 秋 中 央 病 院
近 藤 医 院

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし
ていません。年齢・病気の病状にかかわらず
事前に当番医へ電話等でご相談ください。

夜間当番医（　）日程表�夜間�
診療�
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(土)
原
節
子
、池
部
良
、市
川
雷
蔵
‥
往
年
の
ス
タ
ア
が
大
ス
ク
リ
ー
ン
に
登
場

昭
和
名
作
映
画
上
映
会

■プレイガイド 

北秋田市文化会館 a６２-３３１１�

北秋田市文化会館　日活書店　福助堂　中央公民館

合川公民館　森吉コミュニティセンター　阿仁公民館

ひまわりの家　大館市民文化会館　能代市文化会館�

11 29

■入場料　５００円�

■上映時間�
①「青い山脈」9:00～ ②「また逢う日まで」12:00～�
③「野火」14:00～      ④「ぼんち」15:50～�

（前売・当日共、高校生以下無料）�

　原作は秋田ゆかりの作家・石坂洋次郎。戦前はタブーとされた自由恋愛
や女性の自立・解放といったテーマが明朗で快活に描かれている。同名の
主題歌も大ヒットした。出演は原節子、杉葉子、池部良、小暮実千代ほか�

　戦争の悲劇を描いた

メロドラマ。防空壕で

偶然出会った青年と少

女。今も語り草になっ

ている「ガラス越しの

接吻」は、閉塞状況にお

かれた恋人たちの精神

性を象徴している。出

演は岡田英次、久我美子、

滝沢修、杉村春子ほか�

■主催・お問合せ�

１日まるごと映画館�

北秋田市
文化会館

会場�

い
ま
甦
る
、�

珠
玉
の
名
作
邦
画�

４
選
を
一
挙
上
映�

（１９５０年東宝）�

また逢う日まで�今井正監督作品�また逢う日まで�今井正監督作品�

[上映時間]１２：００～１３:４９�[上映時間]１２：００～１３:４９�

（１９５９年大映）�（１９５９年大映）�

野火�

市川昆�
監督作品�

野火�

市川昆�
監督作品�

[上映時間]１４：００～１５:４４�

[上映時間]１５：５０～１７：３４�

　舞台は大阪の船場。四代
続いた足袋問屋の一人息
子が女系家族の中で甘や
かされ、それゆえに悪戦苦
闘する姿を年代記風に描く。
大映のスター市川雷蔵が
老け役に初挑戦した。女優
陣に京マチ子、若尾文子、
越路吹雪、山田五十鈴ほか�

　大岡昇平の同名小説を映画
化した作品。食糧難のため部隊
からも病院からも見捨てられ
た主人公。さまよううちに知り
合った二人の敗残兵。その一人
は猿の肉だと称して人肉を勧
めるが・・・。出演は船越英二、滝
沢修、ミッキーカーチスほか�

ぼんち�
（１９６０年大映）�

市川昆監督作品�

ぼんち�
（１９６０年大映）�

市川昆監督作品�

青い山脈�
（１９４９年藤本プロ）�

今井正監督作品�

青い山脈�
（１９４９年藤本プロ）�

今井正監督作品�

[上映時間]９：００～１１:５２�[上映時間]９：００～１１:５２�

　広報きたあきた　20．11．１  20

編
集
・
発
行
／
北
秋
田
市
役
所
広
報
情
報
課
　
〒
０
１
８-

３
３
９
２
　
秋
田
県
北
秋
田
市
花
園
町
19
番
１
号
　
a
０
１
８
６-

62-

１
１
１
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
６-

63-

２
５
８
６
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://

w
w
w
.c
ity
.kitaakita.akita.jp


